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133　　　　　　Pitui 七 ary 　bCG 　like 　subs 七ance

に 及ぼ す 外 因性 GnRH の 効 果 と そ の 臨床 約 意義

134　　　　閉経期尿 中 に存在す る hCG 様物質 と

正 常絨毛 由来 hCG の 生化学 的特性 の 解析
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「目的」 Htui 七ary 　 l1CG　 like 　 subs 七ance

（phCG りは LH の 前駆物 質 と も 考 え ら れ て い る Q

そ こ で phG （｝
，

に 及 ぼ す 外因性 GnRH の 効果 と ， そ

れ に よ る hGG と phGGS の 鑑 別法 を検討 し た 。 「方

法 」月経 周 期正常 群 24 例，gonadal 　 failure

群 （閉 経 31 例 ，両側卵巣摘除 5 例）34 例 （P 群），

hGG 産 生群 （絨毛性疾患 12 例 ，腫 瘍 3 例）15 側

（丁 群）を 対象 と し た 。
LH ，FSH は R 工A 法 で ，

hCG は OT ？
−E エA 法で 測定 し た 。

　 hCG （phCG
，

）の

局 在 は 抗 OTP 抗体 を用 い た 酵素抗体法で 検 討 し

た 。 「成 績 」（1＞血 中 hGG 値 ； O．2m エU ／ml 以 上

は ， 正 常群 が 24 例 中 2 例 （9 ％）に 対 し P 群は 全

例 で
， 平均 1．4 呂土 0．87 鷹 U ／ rnl で あ っ た 。 2）

コHRH ・OOyg 静注負荷 ｝ ・ ）P 群 2 例 の 負黼 搬

の 血 中 h σG 値の 推移で は ， 日内変 動 とは異 な る

hGG の 上昇 が 認 め ら れ た Q　 b ）P 群 8 例で 負荷後

の 推 移をみ る と，2 時 間後を頂値 （増加率 ： 62 土

28 ％）と し て そ の 後 漸減 し た 。 c ）P 群 18 例 と

FSH ＜ 50m エU ／ ml ， in，CG ＜ 20 　m エU ／ ml を満 た す

T 群 1 ろ 例 の 負荷試 験で は，田 や FSH と 異 な り ，

2 時 間 後 の hCG 増 加率 は P 群 ： 66 士 25 ％で 田 群

： 8 士 13 ％に 比 し有意 に 増加 し た o （P く O．　Ol ）

  組織 内局在 ； LHRH 負荷 で phGG
’

を 示 す 閉経後

卵稾癌患者剖検 組織 で ，
hGG は腫 瘍組織 に は 認め

ず ， 下垂 体前葉 の 塩 基好 性細 胞 に 局在 し て い た 。

　「結 論」 本邦 で 初 め て hOG と phGGS の 鑑 別 に お

け る 田 RH 負荷試験 の 有用性 と共 に ， 外 劉性 αnRH

は 帥 G♂の 分泌 に 促進 的 に 作 用 す る こ とを明 ら か

に し た o

〔目的 〕閉経期（MP ＞尿に hCG 様物質の存在が 指摘 さ

れ て い るが ，微量な為 ，RIA ，EIA 等で 定量 されて い

る の み で ，生化学的特牲 は 未知 で あ る c，特異性 の高 い

抗 hCG 　P− polyclonal 抗体 を用 い て ，こ の hCG 様物

質 ・hCG は同
一

物質か 否か検討 した 。〔方法 ）MP ・妊

婦 （PR ）尿を カ オ リン
・セ ラ イ トで吸着溶畠後，ア セ ト

ン 処理 した もの を材料 と して ， SDS − PA （｝E ， Con −A

Sepharose へ の 吸 着性 ，Trypsin 　 inhibitor添力口に

よ る免疫反応性 の 低下 の 有無 ，平板電気泳動法に よ る

等電点に関して 検索 し た 。 こ れ らはすべ て 電気泳動後

nitrocellulese に蛋自転写 をお こ な い ，免疫染 色 した 。

また E工A に よ る希釈曲線で 免疫反応姓をみ た 。 〔成 績 〕

分子量 は，ともに 46K で あ り free β　subunit は存在

しな か っ た 。 2 〜mercaptoethanol （βME ）添加
・
煮

沸処理を行 うと，MP 尿 は 30K ， PR 尿は 30K と 19Kの

βsubunit に な っ た 。 共に Con 　 A − Sepharose ｝こ吸

着 され ，α
一Methyl − D （十）− glucoside で 溶出 した 。

抗 hCG 抗体は プ ロ テ ア
．一ゼ と反応す るの で ，畑 n

inhibitorを添加 して 免疫反応 をみ たが ，阻害は み ら

れずプ ロ テ ア
．一ゼ で な い こ とが判鯛 した 。 EIA法 に よ

る希釈曲線で は 完全 に 平行性が あ り ， 免疫学的 に は 同

一
で あ っ た 。 等電 点は ， MP 尿 で は pH5。2− 4．2に あ る

酸性蛋白（4 個の 分 子種 〉で あ り ， PII尿で は pH7 ．4−

4．2 に あ る 中性
一

酸性蛋 白 （10個 の 分 子種 ）で ， 共に

強 い hetero｛　eneity を示 し た 。 〔結論 〕 MP 尿の hCG

様物質は ， 分 子 量 46K ，β ME 添 加 ．処 理 で 30K の

β subunit の み をみ る強 い 酸性糖蛋 臼で あ り ， 免疫

学的に は hCG と同
一

の 性状 を示すが ，hCG とは プ

V セ ッ シ ン グ ・細 胞 外 分 泌 機構 の 異 な る 可能性 が 示

唆 され る 蛋 臼 で あ る こ とが 明 らか とな っ た 。
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